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平成 30年度「地域別総合防災研修」 実施した改善等 

 平成 30年度「地域別総合防災研修」を実施するにあたり、平成 30年度第 1回検討会で示した改善案をもとに改善を図った。実施した改善事項と、それに対する実施

結果をアンケート等の集計結果から抽出して整理した。 

 

区分 項目 № 課題   
H30 第１回検討会 

改善案 
実 施 事 項 実  施  結  果 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

事
前 

ア
ン
ケ
ー
ト 

1 

期待されている内容とカリキュラムの
内容が合っていない。 
○災害対策本部の運営（体制、運営方
法等） 
○防災対策や災害対応の事例・経験
談・教訓 

① 

募集パンフレットの副題等に「基礎
的な知識や態度」を習得することを
記載することで、防災の「初心者向
け」の研修であることを明示。 

改善案のとおりパンフレ
ットに記載 
【パンフレット参照】 

受講者最終日アンケートの自由回
答記述において、H29(11件)から
H30（1件）に変化している。 
【資料 2-2 ④-4参照】 

最
終
日
ア
ン
ケ
ー
ト 

2 

「スペシャリスト養成研修」で連想され
る研修レベルと実際の講義内容のレベ
ルが合っていない。 
○基本的な内容が多い。 
○災害時の対応を突き詰めた研修にし
てほしい。 

3 

講義に追加してほしい内容がある。 
○法体系       ○ハード整備 
○避難所の指定  ○避難行動要支援
者名簿 
○自主防災組織 
○実際に現場で活動した方の意見 
○現場研修（地方の市町村の防災担
当部署の現状や対策等） 
○OJT研修の説明 

② 
企画検討会の「H31年度以降の「地
域研修（仮称）」研修のあり方検討」
で見直しを図る。 

－ － 

4 

講義内容は概要が多く、もの足りない。 
○もっと掘り下げた内容を勉強したい。 
○実災害からの教訓等について訊きた
い。 
○「応用編」などがあるとよい。 

③ 

募集パンフレットの副題等に「基礎
的な知識や態度」を習得することを
記載することで、防災の「初心者向
け」の研修であることを明示。 

改善案のとおりパンフレ
ットに記載 
【パンフレット参照】 

①と同様 

資料２-３ 
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区分 項目 № 課題   
H30 第１回検討会 

改善案 
実 施 事 項 実  施  結  果 

講
義
内
容 

単
元
別
ア
ン
ケ
ー
ト 

5 
講座の内容の満足度が低い単元があ
る。 

④ 

講師に対して、講義の進め方や改
善してほしい事項、昨年度のアンケ
ート結果をまとめた資料を提供し、
改善を依頼する。 

講師依頼の際に、単元ご
との前年度アンケート及
び確認テストの結果をま
とめた資料を送付 

単元別アンケートの「講座内容の
満足度」において、H29では一部
に 70点未満があったが、H30にお
いてはすべて 70点以上となった。
また、地域全体では、H29（81.5
点）から H30(82.3点)に変化してい
る。 
【資料 2-2 ③-1】 
⇒年度途中でも改善可能な気づき
をフィードバックする方策を検討 

研
修
期
間 

最
終
日 

ア
ン
ケ
ー
ト 

6 

習得する内容が多く、研修期間・時間
が足りない。 
○「3日間程度は必要」「もどって復習
する」といった意見も多い。 

⑤ 
企画検討会の「H31年度以降の「地
域研修（仮称）」研修のあり方検討」
で見直しを図る。 

－ － 

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

最
終
日
ア
ン
ケ
ー
ト 

7 
半分弱の受講者が、人的ネットワーク
を作れなかったと感じている。 

⑥ 

・確定通知の案内文で名刺の持参
を促す。 
・1日目「演習」と 2日目「全体討
論」のグループのメンバーを変更。 
・1日目に名刺交換会を開催。 

・改善案のとおり実施し
たが、名刺交換会は未
実施。 
・アナウンスで名刺交換
を促した。 
・改善案の他、座学の配
席を 1日目と 2日目で入
れ替えるように変更 

受講者最終日アンケートにて、「人
的ネットワークが作れたと思う」と
回答した人が、H29(57.8%)から
H30(69.9%)に改善が見られた。 
【資料 2-2 ④-3参照】 8 

参加者同士の意見交換・交流の時間
が足りない。 
○演習を増やして意見交換の場を設け
る 
○1日目の終了後の懇親会・交流会 
○情報交換の場 

運
営 

最
終
日
ア
ン
ケ
ー
ト 

9 
会場によって空調が使えないため、会
場内の温度調節ができない場合があ
る。 

⑦ 
会場の空調を事前に確認し、使え
ない場合は服装等で体温調節して
頂くよう事前に告知する。 

・会場の設備に合わせ適
宜空調を調整 
・受講のしおりに服装等
による体温調整に関する
ことを記載 

受講者最終日アンケートの自由回
答記述において、「会場の温度が
快適ではなかった」という意見は
H29（５件）から H30（８件）になって
いる。 
【資料 2-2 ④-4参照】 
⇒会場の空調性能の限界が影響 
受講時の状況に応じ臨機に対応 

10 

遠方から来る受講者にも配慮し、開始
時間・修了時間調整してほしい。 
○1日目の閉会時間を少し遅く、2日
目の終了時間は早めのほうがよい 
○開始時間が早めのほうがよい（8：30
～又は 9：00～） 
○終了時間が 17：30は少し遅い 

⑧ 
企画検討会の「H31年度以降の「地
域研修（仮称）」研修のあり方検討」
で見直しを図る。 

－ － 
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区分 項目 № 課題   
H30 第１回検討会 

改善案 
実 施 事 項 実  施  結  果 

修
了
者 

修
了
者
数
等
の
ま
と
め 

11 
応募者数に比べて修了者数が減ってし
まう。 

⑨ 
開催県の担当者に、受講者には可
能な限り全単元を受講して頂くよう
お願いする。 

内閣府から個別に依頼 

応募者に対する修了者の割合は、
H29（77.5%）から H30（75.8%）となっ
た。 
【資料 2-2 ①参照】 
⇒引き続き、対応方策を検討 

テ
ス
ト 

確
認
テ
ス
ト 

12 
確認テストの設問のうち、正解率が
70%未満のものがある。 

⑩ 

・講義の内容に合った問題文になる
よう見直す。 
・問題文の内容を講義で教えて頂く
よう講師に依頼する。 

・講師依頼の際に、単元
ごとの前年度アンケート
及び確認テストの結果を
まとめた資料を送付 
・必要に応じて問題文を
修正いただき確認テスト
に反映 

H30から新たに作成して変更した
問題および H29で 70%以上の問題
で 70%未満が増加 
【資料 2-2 ⑤-1参照】 
⇒引き続き見直しが必要 

委
員
か
ら
の
個
別
指
摘
事
項 

13 

事前アンケートについて、「期待するこ
とや習得したい内容」を訊いても、それ
を生かせていないためアンケートから
削除するか見直しが必要ではないか。 

⑪ 
期待することを訊く設問については
削除する。 

改善案のとおりアンケー
トを変更 

⇒研修への期待とならない範囲
で、潜在的なニーズを把握する方
策を検討 

14 

単元「地域の災害特性」について、内
容的な偏りがある。（今回の場合、静岡
での開催で、風水害「のみ」というのは
問題。） 

⑫ 

管区気象台等に出講依頼する際、
地震・津波災害、風水害、火山災害
について、地域に応じた講義をして
頂くよう依頼する。 

改善案のとおり講師に依
頼 

－ 

15 

単元「被災者支援の枠組み」につい
て、内容が「災害救助法」のみである。
せめて、被災者生活再建支援法と、罹
災証明書の交付については取り上げ
た方がよいのではないか。 

⑬ 
「被災者生活再建支援法」と「罹災
証明書の交付」について講義で取り
上げるよう、講師に依頼する。 

「被災者支援の枠組み」
の講義で、事務局が「生
活再建支援」に関する講
義を行った。 

－ 
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区分 項目 № 課題   
H30 第１回検討会 

改善案 
実 施 事 項 実  施  結  果 

委
員
か
ら
の
個
別
指
摘
事
項 

16 

「有明の丘研修」の「防災基礎」は、標
準テキストの整備過程で研修の構成や
内容のブラッシュアップを進めたが、
「地域別総合防災研修」では進められ
ていない。 

⑭ 
企画検討会の「H31年度以降の「地
域研修（仮称）」研修のあり方検討」
で見直しを図る。 

－ － 

17 

「地域別総合防災研修」の「防災行政
（全体概要）」は防災についてどういうこ
とを学ぶのが重要であり、総論の標準
テキストの内容を話して頂きたい。 

⑮ 
講師には 60分のうち、目安として
30分以上は防災行政の全体概要
を説明して頂くよう調整。 

改善案のとおり講師に依
頼 

単元別アンケートの「講座内容の
満足度」の防災行政（全体概要）に
おいて、H29(75.4点)から H30(80.0
点)に改善が見られる。 
【資料 2-2 ③-1参照】 

18 

「地域別総合防災研修」の受講者は、
過半数が「有明の丘研修」の「防災基
礎」コースと同じレベルの人（防災の初
任者や防災の経験の浅い職員）で、且
つベテランの人も来る。ベテランの人が
不満を持たないよう研修の冒頭で「本
研修はどちらかというと初歩の人向け
である」ことを説明した方がよい。 

⑯ 

募集パンフレットの副題等に「基礎
的な知識や態度」を習得することを
記載することで、防災の「初心者向
け」の研修であることを明示。 

改善案のとおりパンフレ
ットに記載 
【パンフレット参照】 

①と同様 

⑰ 
研修 1日目のオリエンテーションに
おいてカリキュラムの内容、学習目
標について説明。 

改善案のとおりオリエン
テーションで説明 

－ 

そ
の
他
（今
回
追
加
） 

19 

単元別アンケートで質問している、講師
および講義内容に対する満足度は、結
果がほとんど同じ傾向にある。一本化
してもよいのではないか。 

⑱ 
別々に質問をせずに講義内容の満
足度を聞く質問に一本化。 

改善案のとおりアンケー
トを変更 

－ 

20 

最終日アンケートでは、評価結果の判
明している質問（例：「研修の実施時期
に対する希望」「会場・受講環境」「スタ
ッフの対応」）が含まれている。 

⑲ 
質問項目を精査し、事務局で評価
結果を把握している質問は削除。 

改善案のとおりアンケー
トを変更 

－ 
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（参考）平成 30年度「地域別総合防災研修」パンフレット 
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